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１．問題の所在












ト教のコモン‐ウェルスについて（Of a Christian 
Commonwealth）」，第４部「暗黒の王国について
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（Mortal God）の，生
成（generation）であり，われわれは不死の神


























（１）カール・シュミット / 長尾龍一訳『リヴァイアサン‐近代国家の生成と挫折‐』福村出版，1972 年，45 頁。
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をつくろう」とのホッブズの意志をくみとって，あえて artificial man を「人造人間」と，とくに artificial person は
artificial と person とを結びつけた造語であるので「人造人格」と訳した。
（６）Ernst H. Kantorowicz, The King's Two Bodies: A Study in Mediaeval Political Theology, Princeton U.P. 1957. pp.20‐21. 
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に基づく社会契約





























































によって抱かれた感情を反映したものであったことは確かである。」Stone, L., The Family, Sex and Marriage in England 
1500-1800, Harper Torchbooks, 1979. p.110.　「王殺しは・・・天と地をひっくり返えす革命」　Kelsey. S., The Death 




























































































































スの構成要件について（Of the Requisites to the 






































































































































































































　 ホ ッ ブ ズ が「 国 家
4 4
a city と は 一 個 の 人 格



































































を，真実にまたは擬制的に（truly and by fiction）






































　 ≪ 人 間 の 群 衆 が ど の よ う に し て ひ と つ の
人 格（one person） と な る か ≫　 人 間 の 群 衆
（a multitude of men） は か れ ら が ひ と り の
人，あるいはひとつの人格によって代表され
る（represented）ときに，ひとつの



















































（personality） は 実 体 で は な く， 虚 構， 代 表
（representation）なのである」。ホッブズが発見
した近代的な



























（26）Quentin Skinner, " Hobbes and the Purely Artificial Person of the State"  The Journal of Political Philosophy : Vol.7, 
































































The Elements of Law Natural and Politic.（Human 
Nature and De Corpore Politico, edited with an 
Introduction and Notes by J.C.A. Gaskin, Oxford 
University Press, 1994）. 数字は章，節を示す。
DC.『市民論』 
Man and Citizen （De Homine and De Cive）, edited 
with an Introduction by Bernard Gert（Garden 




Leviathan, edited with an Introduction by Edwin 
Curley （Hackett Publishing Company, Inc.）. 数字
は章，節を示す。 邦訳として『リヴァイアサン』
（１）‐（４）水田洋訳（岩波文庫，1954‐1985
年ただし，（１）‐（２）は1992年改訳発行）を参
照した。
（28）カール・シュミット / 阿部照哉・村上義弘訳『憲法論』みすず書房，1974年，245頁。
（29）「キリスト者の人格が……二重の
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危機に脅かされている。即ち個人的救霊に向かっての逃避と，集団的聖事への自己
抛棄の危機に――これは人格の≪ギリシャ的≫病弊と≪ローマ的≫病弊なのである。」ルージュモン，前掲書，61頁。
ルージュモンが述べる「人格の≪ギリシャ的病弊≫と≪ローマ的≫病弊とは，一方で人格概念の内面化であり他方でそ
の社会化であると簡略化しよう。すると，こうした双方向の概念化において直面する問題は，個人に向かう道と社会に
向かう道が交差する十字路としての＜ペルソナ＞という問題構制であり，相異なる方向を孕んだ可能性の母体としての
＜ペルソナ＞という態勢であったといえる。」（佐々木俊三「ペルソナと他者性」，『東北学院大学論集　人間・言語・情
報』107号，1994年，１頁。
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